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広 報

不
法
投
棄
現
場
で
の
撤
去
作
業
。
こ
の
目
、
処
理
し
た
ご
み
の
量
は
3
トン
に
も
お
よ
ん
だ

ん
か
。

投
棄
つ
て‘

「
め
ん
ど
く
さ
い
」
「
処
理
経
費
が
も
っ
た
い
な
い
」
な
ど
の
理
由

で
、
電
気
製
昂
な
ど
を
人
通
り
の
少
な
い
道
路
際
や
田
畑
に
措
て
る

ケ
l
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
平
塚
市
で
は
、
昨
年
度
百
六
十
四
件

の
不
法
投
票
現
場
か
ら
ご
み
を
撤
去
し
ま
し
た
。
不
法
投
票
は
自
然

の
景
観
を
損
な
う
ば
か
り
で
な
く
、
積
境
砲
壊
を
招
き
ま
す
。物
の
大

切
さ
や
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ご
み
を
処
理
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
も
う

一
度
壱
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
回

環
境
管
理
課
(
内
線

2
2
4
0
)

情
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
雌
荒
物
は
、

市
町
村
が
ル
1
ル
を
定
め
、
計
画
的

に
処
理
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
業
廃
棄
物
は
、
排
出
し
た

事
業
者
が
白
ら
処
理
す
る
か
、
許
可

を
受
け
た
処
理
業
右
に
委
託
し
て
処

理
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
不
法
投
柴
の
現

場
を
把
撮
し
た
り
、
少
祉
で
あ
れ
ば

そ
の
場
で
撤
去
作
業
を
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

現
場
を
見
つ
け
た
ら

不
法
投
楽
を
さ
せ
な
い
地
域
の
日

や
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

一
千

万

円

以

「

今

、
日
の
前
で
不
法
投
棄
を
し

F
の
前
金

(法
人
の
場
合
は
.
位
円
不
法
投
蝶
は
、
少
地
の
う
ち
に
発
て
い
る」

「不
法
投
棄
を
し
て
逃
げ
て

「廃
来
物
の
処
理
及
び
的
抑
に
閲
ま
で
加
虫
で
き
る
)
に
処
せ
ら
れ
ま
比
す
る
こ
と
で
被
告
の
拡
大
を
防
げ
行
っ
た
」
な
ど
の
場
合
に
は
、
す
ぐ

す
る
法
律
」
(
以
下
廃
帰
法
)
に

よ

す

。

ま
す
。

に
特
謀
者
に

一一

O
番
通
報
し
て
く

り
、
不
法
投
棄
を
し
た
場
合
に
は
三

廃
締
法
で
は
、
私
た
ち
の
円
常
生
市
で
は
、
週
に
二
国
税
度
、
パ
ト

だ
さ
い
。

厳
し
く
罰
せ
ら
れ
ま
す

ど
-3
ゃ
っ
亡

処
理
し
た
ら
い
い
の

一内
利
肘
で
き
な
い
大
き
な
不
川
品

は
、
市
が
有
料
で
処
理
し
ま
す
。
市

へ
引
き
取
り
を
依
頼
す
る
か
、
施
設

に
ほ
接
持
ち
込
ん
で
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

※
下
回
の

「市
で
処
理
で
き
な
い
ご

み
」
は
、
購
入
先
や
処
理
専
門
業
者

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

引き取り料金の目安

ァレピ(25型) 660円

全自動式洗濯機 1.150円

工レクトーン 2.090円

50cc) ，イク 930円

ソファ(1人掛け) 660円

ふとん 440円 !
※大きさにより、多少料金が異怒ります

-
引
き
取
り
を
依
頼
す
る
場
合

環
境
業
務
諜

(E
n
|
8
7
9
6)

へ
述
絡
し
、
収
集
日
を
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
出
さ
れ
る
す
べ

て
の
不
用
品
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

自
用
は

一
立
万
れ
あ
た
り
二
千
て

百
円
で
す
。
引
き
取
り
料
金
の
目
安

は
上
表
を
ご
参
加
…
く
だ
さ
い
。

マ
収
集
日

火

・
水

・
木
附
日

(毎

刀
mm
円
・
却
H
・白
日
は
除
く
)

.
施
設
に
持
ち
込
む
場
合

持
ち
込
め
る
日
時
や
物
品
に
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で

ご
舵
認
く
だ
さ
い
。

世
尉
は
、
家
庭
で
出
た
ご
み
の
場

合
、
一
キロ

4
あ
た
り
六
円
で
す
。

マ
粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場

(
堤
町
3

週
に
2
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル

1
5
・
8
n
1
4
5
5
7
)
・
:
た
ん

す
や
ベ
ッ
ド
な
ど
の
家
具
、
テ
レ
ビ

や
洗
稿
機
な
ど
の
屯
気
製
品
の
処
理

を
受
け
付
け
ま
す

マ
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

(大
神
3
2

3
0
・
8
日
1
6
6
1
5
)
:
・
ふ
と

ん
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
位
や
ス
プ
リ
ン

グ
の
つ
い
て
い
な
い
マ
ッ
ト
レ
ス
な

ど
の
処
理
を
受
け
付
け
ま
す

市で処理できないごみ

《
岡
)E 
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平成12年5月15日

友好都市
花巻市で

@議:

市職員を募集します F 

安 一般事務 A (15人程度)・・昭和50年4月2日-54年4月1日の1mに

生まれ、大学の課程を卒業した人、平成13年3月に卒業する見

込みの人、または同組}交の学力がある人

安 一般事務 B (1人) .. .Ils平1J45年4月2臼-54年4月1日の問に生ま

れ、社会福祉士の資絡がある入、または平成13年3月に資耕を

取得する見込みの人

安土木技師 ・化学技師 (各 1人)ー・・昭和47年4月2日-54年4月1口

の!日jに生まれ、大学(短期大学は除く〉のよ木関係・化学関係

の専門課程を平成8年3刀以降に卒業した人、また は 平 成13年3

刀に卒業見込みの人

小
学
校
5

• 

6
年
生
犯
人
を
募
集

岩
手
県
花
持
拡
巾
に
あ
る
「
平
塚
・

花
弗
い
内
外
流
の
森
」
で
、
友
好
都
市

(平

塚
市

・
花
巻
市
・
十
和
田
市
)
の
小

学
生
九
十
人
が
集
ま
る
「
友
好
都
市

少
年
少
女
交
流
キ
ャ
ン
プ
」
を
聞
き

ま
す
。
※
十
和
田
市
は
花
巻
市
の
友

好
都
市
で
す

こ
の
森
の
中
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
の

ほ
か
、

山
菜
や
キ
ノ
コ
と
り
、
森
林

浴
、
植
物
観
察
が
楽
し
め
ま
す
。
ま

た
、
小
魚
な
ど
を
放
流
し
た
池
も
あ

り
、
夜
に
は
ホ
タ
ル
を
見
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
述
が
よ
け
れ
ば
、
ク
ワ

ガ
タ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
を
n見
つ
け
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

平
塚
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
る

「友
好
都
市
少
年
少

女
交
流
キ
ャ
ン
プ
」
に
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

マ
日
程

-
7月
初
日
(
日
)

所
発
(パ
ス
)
:
午
後
3
時
ご
ろ
花
巻

市
況
1
キ
ャ
ン
プ

-
7
月
引
日
(
月
)
に
じ
ま
す
っ
か

み
ゲ
l
ム
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
花
巻
市

内
観
光
、
ゲ
I
ム
大
会
、
花
火
大
会

・
8
月
1
日
(
火
)
賢
治
生
誕
祭
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー、

わ
ん
こ

そ
ば
大
会
、
午
後
1
時
山
発
(
パ
ス
)

1
午
後
9
時
ご
ろ
市
役
所
消

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学

校

5
・
6
年
生

マ
定
員

男
女
各
団
人
(
抽
選
)

マ
参
加
費

一
万
二
千
円

マ
締
め
切
り

5
月
出

n
(水)

マ
申
し
込
み
方
法
小
学
校
や
交
流

税
部
課
(
〒
却
|
蜘
天
れ
7
1
8
・

圃
剖
|
3
6
6
6
)
で
お
配
り
す
る

「
申
込
古
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
郵
送
で
同
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
交
流
親
善
課

(宮

お

1
2
5
2
0)
へ
。

交流の森は「ワクワクJrドキドキ」がいっぱいあるよ。

。応募方法 職員課(市役所3階 ) な ど で お 配 りする指定

の「申込征::J、「自己推薦世」、「受験票」に必要事項を記入

し、本人が直接お持ちください。 申し込みH寺に面接があ

ります。郵送や代理人による申し込みはできません

。 受け付け場所市役所A会議室(束附属庁舎2階)

。受 け付け期間 5月31日(水)-6月7B(水)の午前8時30分

~午後5時 (.iF.午~午後 1時と土-日l磁日は除く)

。第 1次試験日 6月25円(日)午前9時~午後1時

。問い合わせ先職員課 (宮 21-8762)

di職員採用試験の情報は、ホームページ (URLは1面題字右械

参照)でもご覧になれます。

午
前
6
時
市
役

嘱言電員を募集します

平塚球場でプロ野球公式戦

べイスターズが来るよ

広島
東洋カーブ

vs 横浜
ベイスターズ

[>日時 6Jl 6 1=1 (火)午後6時プレイ

ボール (1;同天中止)

[>チ ケ ッ ト 販 売 所 総合公l話|管判明

務所、神楽中駅前サ}ピスセンタ

一、 市内各スポーツ庖など

[>入場料金 ネット事指定5.000円、

内野A指定4.500円、内野B指定

3.200円、外野(大人) 1.800円、 外

野(小中学生) 500円
国総合公園管理事務所(ft35-2233) 

女
性
防
災
十
に
な
ろ
う

女栄養指導嘱託員 (1人) ..• Ui1和35年4)".I211-50{ド4月1日の問に

生まれ、栄護士の免併がある人で、集問給食の指導実務経験

がある人(要押通CJ動車運転免許)

[>勤務臼時過51:1、午前9時~ 午後4時

[>賃金月額163.4∞円

女母子指導嘱託員 (1人)ー一昭和35年4月2臼-50年4月1臼の問に

生まれ、保有士の資格がある人

[>勤務日時週5円 (上昭日勤務の迎あり)、午前8時30分 ~

午後6時の間で交 代勤務

[>賃金月額169，400円

女徴収嘱託員(保険年金1人・下水道2人)・・・附和18年4月2日-35

年4月1日の間に生まれ、中学校以上を卒J匙し、原付き白I阪市.

の免許がある人

[>勤務日時原則過5臼、午前9時~午後41~

[>賃金月額110.000+能率給

F 

。応募方法 職U蝶(市役所31幣)などでお配りする「受験

申込窃:Jに必要~Jqnを記入し、本人がjí'[按同諜へ

。締め切り 5)1191::1 (金)

。第 1次試験日 5月271i(土)午前9時30分 -11時

。問い合わせ先職員課(宮21-8762)

昼
間
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

効
来
的
な
防
災
活
動
を
し
て
も
ら
お

う
と
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
鳩
町
内

(六
刀
1
二一
刀
、
全
六
回
)

を
聞
き
ま
す
。

マ
対
象
的
成
以
下
の
火
性

マ
講
座
内
容
消
火
訓
練
、
応
急
手

当
訓
練
、
普
通
救
命
講
習
、
防
附
火
炎

機
材
取
り
扱
い
訓
練
な
ど

マ
締
め
切
り

5
月
白

n(水
)

お
巾
し
込
み
は
、
防
災
課
(
内
線

2
1
4
3)
へ。

災
害
の
と
き
の

看
護
要
員
募
集

大
災
引
一
い
が
発
生
し
た
と
き
に
市
内

十
.
一
.
か
所
に
設
冊
一
す
る
臨
時
救
碍
品
川

で
、
治
桜
前
動
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
次

の
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
婦

(
上
)
、
看
護
婦
(
上
)
、

准
府
議
制
(
上
)、

助
滋
鮒

マ
登
録
方
法
防
災
課

(消
防
庁
合

2
附
)
で
お
配
り
す
る

「後
録
巾
前

件
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
資
格

証
の
写
し
を
添
え
て
、
同
謀
へ
。
登

録
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
課

(内

線

2
1
4
3)
へ。

親善~@人審広島へ体験しよう

平和の尊さ、大切さ
東海大学 re同国会・~喧E晶車~畠会
海洋調査船 I.a: 3:. ，." J 巳#jC1司 "1専問

海洋少年団に中学生100人を募集

五Z休みに、東海大学の海洋調

作品。「望星丸」に来って、宇lP7'J!品

や新ぬを巡りながら、作Jニ翻測

やlll~観測をしてみませんか。

[>日平呈 7月22iI (Jニ)~Jq狗石斤修3、

8FJ 1日(火)-3n(木)洋仁研

修;、 8月26RCJ.:)'M灸石汗申書;

[>対象中学校1・2年生

[>参加費 20.000円

[>定員 男火作50人(先走()II頁・未経験者優先)

[>申し込み方法 行少年会館(干251ー 0041i.lHIIjI町12-41.ft32ー 7029)、 公

民館でお配りする rfl込円に必要事玖を記入し、 5月16日(火):からloiJ会館へ

(刀l曜日休み)

lム・ぬで聞かれる平和祈念式典に

参加したり、平和施設の見学をし

たりする r'n民広島派巡」の参加者

を以集します。

[>日程 7月15日(七)事前打ち合わ

せ会、 8刀4口(金)-61:l(円)広島

派巡り11中1泊宿 1泊〉、 8)J20日

(n)事後まとめ会

[>対 象 市内にお住まいの小学校

4年生~中学校3年生とその親

[>定員 組子10組20人(tllii溢) [>参加資 16.000Pl (親のみ)

[>申し込み方法 5月1711(水)-6月26日(月)の問に総務課 (市役所31精 ・

ft21-8763)へ

5月28日(日〉午前8時から「まちぐるみ大清掃」を実施し

ます。自宅のまわりの広場や公園を、みん怠できれいに

しましょう。※雨天の場合は、 6月4日(日)に延期します

ごみのないきれいなまち ひ 5っか

5月28日は、まちぐるみ大清掃
。問い合わせ先環境管理課(内線2240)



回

公
文
書
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

竹
年
度
一の
利
用
者
は
明
人

ポ
成
日
年
度
の
公
文
性
公
開
制
度

と
例
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

.
公
文
書
公
開
制
度

市
が
持
っ
て

い
る
間
報

(公
文
訂
)
を
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
知
り
た
い
と
き
に
知
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
保
障
す
る
制

度
で
す

間
量
処
狐
(ω

9 

第671号 (1日・ 15日発行)広報ひ5っか

マ
利
用
者
数

一
千
四
百
四
十
人

(前
年
度
比
M
人
附
)

マ
諦
求
件
数

乃
件
の
前
求
が
あ
り

ま
し
た
。
内
訳
は
、
行
政
が
臼
件
、
議

会

・
選
挙
が
9
件
、
産
業
が
5
件
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

「都
市
問
題
関
係
」

「行
政
視
察
関
係
」

な
ど
の
件
額
が
前
求
さ
れ
ま
し
た

マ
処
理
状
況

公
開
特
件
、

一
部
公

開
別
件
、
取
り
下
げ
な
ど
が
2
件
で

し
た

マ
異
議
申
立
件
数

1
件
の
異
議
申

立
が
あ
り
ま
し
た
が
、
却
F
処
分
と

な
り
、
公
文
住
公
開
審
査
会
へ
の
諮

問
件
数
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

マ
情
報
の
提
供

市
積
所
3
階
に
あ

る
公
文
川
公
開
慾
円

「市
政
情
報
コ

ー
ナ
ー
」
で
は
、
行
政
資
料
や
刊
行

物
な
ど
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
自
由
に
閲
覧
で
き
ま

レポーター
末松周修さん

6月にローレンス市を設問する

合唱団(平塚シビッククワイヤーj
アメリカ合衆国カンザス州ロー レンス市との

姉妹都市提携 10周年を記念し、双方の合唱団が

交流し ます。訪問 まであと 1か月あま り。みな

さんの練習にもカが入ります。

す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
宅
肱
は
開
示
日
求
が
6
件
あ
り
、
す

.
個
人
情
報
保
護
制
度

み
な
さ
ん
ベ
て
開
示
し
ま
し
た
。

が、

日
分
に
附
す
る
的
報
が
ど
の
よ
ま
た
、
市
長
や
教
育
委
以
会
な
ど

う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
が
実
施
す
る
試
験
の
中
で
、
あ
ら
か

と
が
で
き
、
間
追
っ
て
い
る
場
合
に
じ
め
告
示
さ
れ
た
も
の
は
前
求
に
よ

は
、
訂
正
や
削
除
を
求
め
る
こ
と
が
り
結
果
が
開
示
さ
れ
ま
す
。
平

成

口

五

月

一
日
か
ら
次
の
区
域
で
公
共

で
き
る
よ
う
保
障
す
る
制
度
で
す
年
度
は
職
品
採
用
試
験
な
ど
日
の
試
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

マ
取
り
扱
い
状
況

苧
成
ロ
年
3
月
験
で
お
件
の
前
求
が
あ
り
、
試

験

結

た

。

ぷ
の
な
録
件
数
は
仰
件
で
す
。
こ
の
決
の
う
ち
順
位
が
本
人
に
開
示
さ

れ

マ

公
共
下
水
道
に
接
続
で
き
る
区
域

「
登
録
抑
」
は
市
政

情

報

コ

ー

ナ

ー

ま

し

た

・

出

側

、

河
内
、
徳
延
、
棚
、
万
問
、山

で
白
出
に
閲
覧
で
き
ま
す

.
問
い
合
わ
せ
先
総
務
課

(E
n
下
、
日
様
、
尚
村
、
u向
同

一
丁
目
、
日

マ
請
求
件
数
と
処
理
状
況

平
成
日

1

8
7
6
4)

向
岡
二
丁
目
、片
阿
、
公
所
、
広
川
、
南

親
子
か
ら
な
る
家
肱

(田
村
植
竹
住

宅
、
中
原
下
宿
住
宅
、
岡
崎
住
宅
に

は

m身
枠
も
あ
り
ま
す
)
③
住
宅
に

闘
っ
て
い
る
め
収
入
が
北
準
内
③
市

民
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

マ
入
居
者
募
集
住
宅

・
虹
ケ
浜
住
宅
:
:
・j
i--::
2
戸

.
虹
ケ
浜
西
住
宅
:
:
j
i
-
-
・:
1戸

・
地
域
ケ
民
住
宅
・

--ji--
・:
5戸

.
中
原
下
宿
住
定
:
j
i
-
-
:
:
2戸

.
↑米
小
似
住
宅
:
:
:
j
i
-
-・:
4
一戸

.
田
村
宵
の
前
住
宅
・
:
Ei-
-:
・8
戸

.
田
村
植
竹
住
宅
:
j
i
-
-
:
:
4一戸

.
岡
崎
住
宅
:
:
・

j
i
-
-
:
・:
3戸

お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
課

(
宮

幻
1
8
7
8
4)
へ
。

市
営
住
宅
の

λ
居
者
を
募
集
し
ま
す

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
入
居
を
希
望
す
る
方
は
、
五
月

卜
八
日
(木
)か
ら
、
建
築
課

(市
役

所
阿
附
)
や
公
民
館
な
ど
で
お
配
り

す
る

「山中
込
世
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
次
の
と
お
り
、
お
巾
し
込
み

く
だ
さ

い

(一

惟
帯

一
住
宅
に
限

り
ま
す
・

抽
選
)
。

六
月
二
卜
問
H
か
ら
ニ
ト
九
日

ま
で
、
姉
妹
都
市
ロ
ー
レ
ン
ス
市

を
訪
問
す
る
合
明
同

「平
塚
シ
ビ

ッ
ク
ク
ワ
イ
ヤ
ー
」
の
江
川
節
体

団
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

今
年
は
姉
妹
都
市
提
携
十
周
年

に
あ
た
り
、
そ
の
記
念
事
業
と
し

て
こ
の
交
流
が
実
現
し
ま
し
た
。

参
加
符
は
平
塚
市
合
明
述
盟
の

呼
び
掛
け
に
集
ま
っ
た
三
卜
五
人

(別
性
十
一二
人
、
女
性
て
十
二
人
)

で
す
。
ロ
ー
レ
ン
ス
市
は
全
米
で

も
有
名
な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
生

産
地
で
、
骨
楽
文
化
に
も
造
け
い

が
深
い
ま
ち
で
す
。
平
田
部
の
メ
ン

バ
ー
は
、
ロ
ー
レ
ン
ス
市
シ
ビ
ッ

ク
ク
ワ
イ
ヤ
ー
の
メ
ン
バ
ー
の
家

に
ホ
I
ム
ス
テ
イ
し
て
、
演
奏
会

や
教
会
で
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の

演
奏
鑑
立
に
も
参
加
し
ま
す
。

六
月
ニ
ト
七
日
に
は
カ
ン
ザ
ス

大
学
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
l
ル

(一

マ
受
け
付
け
期
間

6
月
7
H
(水
)

1
9日
(
金
)、
午
前
9
時
1
午
後
5

4
すマ

受
け
付
け
場
所

市
役
所
B
会
議

室

(束
附
属
庁
舎
2
階
)

マ
入
居
資
格

①
市
民
と
な
り
引
き

続
き
1
年
以
仁
経
過
し
て
い
る
②
主

に
夫
婦
(
婚
約
者
を
含
む
)
ま
た
は

千
凶
百
席
)
で
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
、
は
つ
ぴ

を
消
て
お
祭
り
ス
タ
イ
ル
で
鈍
と

太
鼓
入
り
で
八
木
節
を
演
奏
し
ま

す
。
ま
た
、

「ま
ち
ぼ
う
け
」
「上

を
向
い
て
歩
こ
う
」
な
ど
、
日
本

の
歌
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
ア
メ
リ

カ
民
話
で
カ
ン
ザ
ス
州
欣
で
も
あ

る

「峠
の
我
が
家
」
な
ど
を

n米

A
H
川
で
出
炎
し
ま
す
。

江
川
団
長
は

「
ロ
ー
レ
ン
ス
市

シ
ビ
ッ
ク
ク
ワ
イ
ヤ
ー
の
み
な
さ

ん
に
も
平
塚
市
に
来
て
ほ
し
い
。

合
明
好
き
の
日
米
の
仲
間
が
共
に

文
化
の
発
展
に
役
立
ち
た
い
。
人円

削
は
制
利
と
譲
り
A
H
い
の
心
が
な

い
と
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
心
が
社

会
に
広
が
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
生
き
生
き
と
し
た

表
情
と
迫
力
あ
る
歌
が
印
象
的
で

し
た
。
他
闘
を
期
待
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
処
理
開
始

出
縄
・
河
内
な
ど
刊
の
区
域
で

d 

金
目
、具
田
の
各

一
部
区
域

マ
接
続
工
事
は
、
お
早
め
に

処
理
開
始
区
域
内
に
建
物
を
お
持

ち
の
方
は
、
平
成
十
五
年
四
月
三
卜

日
ま
で
に
排
水
設
備
を
設
位
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
く
み
取
り
使
所
は
水
洗
式

に
改
造
し
て
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
施
工
業
者
は

排
水
設
備
工
事
や
水
洗
化
L
事
は

「手
塚
市
公
共
下
必
出
指
定
工
予
庖
」

で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
い
刊
な
く
だ
さ
い
。

マ
貸
し
付
け
の
あ
っ
せ
ん
と
助
成
金

排
水
設
備
工
事
や
水
洗
化
工
事
の

費
用
に
対
し
て
、
貸
し
付
け
の
あ
っ

せ
ん
や
助
成
金
を
交
付
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
所
ト
何
事
引
の
見
な
る
一
.
線
以

上
の
建
物
が
私
道
内
に
共
同
で
排
水

設
備
を
設
置
す
る
場
合
は
、

「共
同
排

水
設
備
助
成
金
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
下
水
道
総
務
課

(宮

幻

|
8
7
8
5)

2FJから新設工 事をしていた・ J
駅北口 公 衆 ト イ レ (ラスカ点

側 ・向転車駐輪場11併)が完成

し、 5月18日(木)午前10時から

使えるようになります。

このトイレには、 4K (lIlTい ・

怖u、~込い・汚い)を払しょく

するため、次のような設備がありま

す。

4砂主な設備屋内尚!!夜明、防犯

ベル、自動扉、オゾン発生得、換気ダクト

内に活性炭、広角タイ ル ( 壁 ・床 )、 ベ ピ

ーベッド (女子トイレ)

.問い合わせ先 環 境 管理課 (内線2241)

§局~@固か②飽え志す

きれいに使おうねみんなで、

宅島

駅北口・ラスカ東側

公衆トイレ

FIRE NEWS く連載②〉

ごち句、ひ内つ1>"r I~， ~1--q.J 
400人の消防団員が活躍しでいます

平塚市には19の消防問があり、およそ

400人の回只が活動しています。

団nは、火災出動のほか、七夕答申iil、

花火大会符備、防災訓練、歳末火災特別

害警備、防火パレー ドなどで、カを発開し

ています

7月26日(水)には、 tr;!:・総合防災センタ

ー (厚木市)で、 nごろの訓練成来を競

い合う 「第42回キ111奈川県消防操法大会」が

聞かれ、第7分間()l!!地区)がポンプ.ll[
の部に平塚市代ぷとして参加します。 比

乍は自由です。ぜひ、ご声援くださし、。 警 防課 (内線2395)問

平塚市の文化の活性化を図ろうと準備している「文化の情報ネットワーク」の準備委員

会委員を募集します。新鮮な文化情報の提供や、文化情報の交流をすすめる「文化の情

報ネットワーク」づくりにぜひ、ご参加 ください o 1>対象 市内にお住まい、 お勤めの方

1>任 期 6月~平成13年2月 末 !>定員 2人(選考) 1>締め切り 5月31日(水)

「文化の情報ネットワークj
。申し込み先文化財団(岱32-2237)月曜日休み
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今
回
ス
タ
ー
ト
す
る
「
み
ん
な
の
ま
ち

情
報
宅
配
便
」
は
、
行
政
が
持
つ
情
報

を
和
後
的
に
提
供
し
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と

一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
彩
え
て
い
く

こ
と
が
H
的
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
過
し
て
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
市
の
職
口
が
、
ひ
ざ
を
交

.

え
て
話
し
合
い
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
い
た
り
、
そ
の
意
見
を

施
策
に
反
映
さ
せ
た
り
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

に
こ
ん
な
公
凶
が
ほ
し
い
」「
あ
の
川
の

自
然
を
大
切
に
し
た
い
」

「右
後
も
安
心

し
て
暮
ら
し
た
い
」
:
:
:
。

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の

「
こ
ん
な
ま
ち
に
暮
ら
し
た
い
」
と

い
う
願
い
が
生
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
ま
ち
、
住
む
こ
と
ま
ち
の
主
人
公
で
あ
る
市
民
の
み
な

に
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
に
必
要
な
の
は
さ
ん
に
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
ら
考

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

何
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は

「市
民

一
人

一

え
る

「判
断
材
料
」
と
な
る
情
報
を
提

市
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
人
の
思
い
が
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
る
供
し
て
い
く
こ
と
は
、
行
政
の
大
切
な

市
民
の
み
な
さ
ん
と
の

「協
働
」
を

一

こ
と
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
近
く
役
初
で
あ
る
と
々
、
え
て
い
ま
す
。

希
噌

nの
2
週
間
前
ま
で
に
、
市
民
活

動
舵
進
課
へ
山
接
ま
た
は
也
話

(E
n

i
-
-
1
1内
線
2
5
9
6
)
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
会
場
の
手
配
や
、
会
場
の
借
用
に
か

か
る
引
用
の
釘
刊
は
、
中
し
込
み
お
に

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
制
度
は
m
k

噌
や
符
怖
を
以
門
に
聞
く
制
度
で
は
あ

り
ま
せ
ん

市
の
職
員
が
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
出
向
き
、
行
政
が
抱
え
る

課
題
や
取
り
組
み
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
す
る
「
み
ん
な
の
ま
ち

情
報
宅
配
便
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
用
意
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
七

十
種
類
で
、
受
け
付
け
は
六
月

一
白
か
ら
で
す
。
み
な
さ
ん
も
、
身

近
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

肘
進
め
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
、
快
適

に
#
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

愛
さ
れ
、
誇
り
を

持
て
る
ま
ち
に

み
ん
な
で
つ
く
る
平
塚

一
緒
に
話
そ
う

平
塚
の
ま
ち
づ
く
り

「
み
ん
な
の
ま
ち
情
報
宅
配
便
」
で
事
業
に
つ
い
て
も
お
気
腕
に
ご
相
談
く

は
、
じ
卜
の
テ
1
マ
を
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
だ
さ
い
。「
み
ん
な
の
ま
ち
情
報
宅
配
便
」

用
な
し
ま
し
た
。

へ
の
た
く
さ
ん
の
「注
文
」
を
お
待
ち
し

み
な
さ
ん
の
身
近
な
問
題
や
気
に
な
て
い
ま
す
。

る
話
題
、
興
味
の
あ
る
市
の
業
務
な
ど
マ
対
象

市
民
で
構
成
す
る
凶
人
以
上

「
協
働
」
と
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
を
選
ん
で
「
注
文
」
し
て
く
だ
さ
い
。
市
の
グ
ル
ー
プ
や
各
種
団
体
な
ど

行
政
と
が
、

一
緒
に
彩
え
、
行
動
し
て
の
判
吋
職
只
が
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
マ
開
催
日
時
平
日
・
休
日
を
問
わ
ず

い
く
こ
と
で
す
。
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
伺
っ
て
お
ぷ
し
し
、

一
緒
に
ま
ち
づ
く
制
9
時
1
復
9
時
の
間
の

2
時
間
。
た

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
も
な
る
「
協
働
」
を
進
り
に
つ
い
て
み
え
ま
す
。

だ
し
、
年
ぷ
年
始
は
除
く

め
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
が
持
つ
梯
々
ま
た
、

二
つ
以
上
の
メ
ニ
ュ
ー
に
ま
マ
申
し
込
み
方
法

「宅
配
」
を
希
望
す

な
情
報
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
有
し
た
が
る
場
合
や
、
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
る
内
容

・
B
時

・
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協
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に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を

お
問
い
合
わ
せ
も

お
気
軽
に

.ー-a 

施策や 'jf業を説明させていた

だきます。

ま ちづくりについてな比を交

換:しましょう。

ますメニュー表を
手に入れよう

内容、日時、会場を
決めて申し込もう

みんなのまちについて
話し合おう

子育て支援センター
(須賀保育園 2階)

8. FAX21-7639 
0子育ての相談 ・情報提供

毎週月~金曜日 9時30分~

16時(第3月曜日午後除く)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

包 36-6013
く〉来所 毎週月~金曜日10時
~17時

く〉電話 毎週月~土曜日9時

~17時(第2 ・4土曜日を除く)

窪平塚駅

刷会館 2E館

相子、口
E高ど
セも
ン教

?宵
-市民

センター

6月8日(木)10時~

健康相談
(保健センター)

ft34-0311 

青少年相談室
(市民センター2階)

234-7311 
。青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金陵

日 10時~17時

。ヤングテレホン833竺?838
(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は1 3時)~ 1 8時30分

5月23日

。婦人

15日寺

く〉電話 毎週月~金曜日10時
~16時

。育児相談(来所) 毎週水耀

日9時30分~1O時30分

療育相談室
(豊田分庁舎)

2. FAX32 -2738 
0子どもの発達・発育の相談

-毎週月・水・金曜日10時~

15時(来所相談は予約制)

233-2333 
。専門(法律住宅、要予約)6
月8日(木)13時30分~15時

30分

。生活支援 毎週月~金曜日

88寺30分~17時

oボランティア 毎週月~金

曜日8時30分~17時

く〉母子 毎週月~金曜日9時~

16時

く〉家庭児童 毎週月~金隈日

9時~16時

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

821-8779 
く〉来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分~17時

~12時30分

。建築諒十耐震・バリアフリー

5月15日(月)、 6月19日(月)

13時~16時

。高年齢者職業 5月16日

(火)、 6月6日(火)、 13日

(火)9時~12時

。許認可各種届出

(火)13時~ 1 6時

く〉一般市民 毎週月~金曜日

9時~16時

。健康(相談員は保健婦)

毎週月~金曜日9時30分~16時

福祉会館

市民相談室
(市役所1階)

823-1111内線2293
0人権 5月16日(火)、6月6

日(火)13時~16日寺

o行政 6月6日(火)、 7月

4日(火)13時~16時

。一般法律(予約制) 毎週水

曜日と毎月第4木曜日(5月

25日)13時~16時

く〉登記・供託・測量 6月9日

(金)13時~16日寺

。住宅新改築 5月16日(火)、

6月20日(火)13時~16時

。発明・考案・特許 6月12日

(月)10時~15時

。労働 6月8日(木)13時~

16時

。下請け取り引き 5月18日

(木)13時30分~16時

。年金・社会保隙・労災

13日(火)10時~15時

く〉消費生活 毎週金曜日9時

~16時

。手話案内

6月

毎週金曜日9時

あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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Bナんたよのまち

量議前水源の森の保全 ・金目川の水はどこからくる

の? 水害予防、盟業用水の確保忽どについて

魅力ある平揮海岸のために -市民活動と海岸の現状

再開発って何 ?ー市街地再開発窃諜の概要など

住居表示って何? 住居表示で新しいまちづくり

区画整理って何? ・良好な市街地整備について

ツインシティってどんなまち? ・新幹線新駅誘致に

伴う環境と共生するまちづくりの構想

都市計画って何?・・よりよいまちづくりをめざして

良好悠住環境の形成をめざして ー・平塚の地区計画に

ついて。その必要性と計画の概要芯ど

「都市債観」って何?ー海と栂と歴史を生かした美

しいまちなみをめざして

特性を生かしたまちづくり・・・建築協定制度について

建築基準法ーど ん 忽 法 律 か な ?・・家をつくるために

必要な知識とは。手続き、規制、地盤芯どについて

地域の公園はみんなでつくろう・・・公闘をまちの庭に

しよう。住民参加型の公園づくりなどについて

漕流を取り戻すためにー生活廃水処理100%を め ざ

して。公共下水道や合併処理浄化槽忽どについて

平原市現境基本計画...環境共生都市の実現に向けて

環境出前教室 ー平塚の問題、環境市民などについて

環境基本条例・・・環境にやさしいまちづくりを

I S 014001って伺?...環境負荷の低減をめざして

平場市の環境を考えるー公害の状況と最近の問題

ごみのたEい美しいまちづくり・不法投棄の防止など

リサイクル社会に向けて 循環型社会の実現を

ごみ達人への道 ・クイズで学び、めざせとみ遥人

平壊市のごみ事情と減量化への取り組み

環境事業センターで見るごみ処理事情

平爆の今と来来への展望

基本計画、財政、行政一般

21世紀のまちづくり ・湘南ひらつか改訂基本計画に

ついて。まちづくりの目標、基本方針芯どについて

平場市の行政改革について 一計画と実施状況芯ど

地方分権で何が変わるの? ・平塚らしいまちづくり

を進めるために。分権で伺が変わるかなど

情報いきかう豊かなまちをつくるためにー・平塚市情

報化フランについて。進展する情報革命など

知って納得、市役所の仕事 ・市の組織と業務を紹介

みん恕で読んで広報ひらつか ー広報紙ができるまで。

題材の選び方、市民の意見はどう反映されるか

いろいろある広報手段 ー様々芯広報煤体を紹介

市民の声を市政へ ・・広聴手段あれこれ。市長への手

紙花王どの制度の特徴や流れを紹介

どこまで見れるか?公文書 ー公文宮公開制度を紹介

市の家計 簿はどうなってるの? ・市財政の概要紹介

市税の種類とその仕組み ・・種類、内容、納付方法忽ど

明るい選挙推進運動-みんなで進めよう 1三ない運

動。明るい選挙推進協議会忽どについて
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※複数のメニューにまたがる場合や、このメニューに忽

い事業については、関連する部署と相談し対応します

健康と生きがいに満ちたふれあいのまちへ

福祉、健康、市民生活、防災・ 安全

ご存じですか?町内福祉村-身近花王ところで助け合

い支え合う地域づくり。その基本構想などについて

みん忽で支える介護保蹟・-介護保険制度について

障害福祉サービスのお話ー結リ度をわ力、りやすく紹介

国民年金のお話 -未来の自分への大窃な贈り物

知って 安 心 国 民健鹿保険 制度の仕組みなど

40歳かうの健康 づくり ー健やかたE生活をめざして

安心して生み育てるまち ー育てよう元気つ子。乳幼

児の健康診断、母子健康手帳などについて

地域づくりはみんなの力でーー自治会(町内会〉の活

性化について

消費者トラブル・・・賢い消費者をめざして

市民活動とNPOとまちづくり

男女共同参画社会をめざして ・性別にとらわ れす家

庭・地域 職場で個性-能力を発揮するために

木造住宅の耐震診断 -我が家の耐震診断を

交通安全教室・交通安全は一人一人の心がけ

放置 自転車防止対策・・・「銀輪公害」を花王くそう

家庭の地震対策を考えようー備えあれば憂いなし

消防署ってどんたEとこ?・・ 6消防署見学ガイ ド

多様な産業と技術を創出する活力あるまちへ

商業・工業・農業・漁業、観光

平壊の名産品を育てよう ・ー地場産業の活性化を

バランスのとれた産業推進のために

明日の商l苫街を考える・・・現状と活性化事業広ど

平壊の観光 -七夕だけじゃ広い平塚の魅力

魅力ある港をめざして ーー平塚漁港整備計画について

農地銀行活動の推進 ・民地の利用集積と有効利用を

農地法民地法の変避と農地転用制度に つ い て

豊かな人間性と文化をはぐくむ魅力あるまちへ

教育、生涯学習、芸術・文化、交流

不登校問題ー実態、解決に向けた取り組みなど

地域ぐるみで子育てを・・・地域教育カネットワークに

ついて。協議会の活動、家庭学校地域の役割忽ど

市民 ・大学交流・・・東海・神奈川大学との交流芯ど

スポーツに親しむ ー平塚市のスポーツ事業について

スポーツ施設の利用手続きー公共施設'情報システム

の活用について。手続きや対象施設など

平場をワールドカップキャンプ地{己 ー目的や効果を

喜うしの中に図書館を ー各種事業やサービスなど

Jてートナーシッブで文化のまちづくりー文化財団の

案内。その趣旨や組織、事業などについて

市 民 が 主 役 の 国際交流一市の国際交流事業について

友 好 都 市 な ど との交流事業ー友達は有名観光地

都市活動と自然が調和した快適なまちへ

水 辺 ・みどり、都市基盤、環境

花とみどりのまちづくり ー自分たちのまちを花とみ

どりのまちにしませんか。その推進忽どについて

水辺に親しもう・・親しまれる河川づくりを考える
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※
問
い
合
わ
せ
先

広
報
広
聴
課

G室ヨ

自
分
の
足
で
歩
く

「
娘
が
学
校
へ
行
く
と
き
に
、
ど
う
し
て
も

足
が
忍
い
よ
う
で
、
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
う
」

と
い
う
こ
と
で
、
お
母
さ
ん
が
相
談
に
米
ら
れ

ま
し
た
。

家
庭
の
純
子
を
聞
い
て
み
る
と
、
お
父
さ
ん

が
ワ
ン
マ
ン
な
人
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
言
わ

れ
た
こ
と
を
者
瓜
に
き
く
タ
イ
プ
の
人
で
し
た

の
で
、
ワ
ン
マ
ン
な
お
父
さ
ん
に
従
っ
て
い
る

の
は
、
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
も
楽
で
し
た
。

し
か
し
、
お
母
さ
ん
も
人
間
で
す
。
そ
の
よ

う
に
向
分
を
殺
し
て
生
き
る
こ
と
が
、
い
つ
ま

0
1
2
0
1
1
f
町
斗
F
6
6

包
(
引

)
8
7
6
1

で
も
で
き
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
而
般
を

続
け
る
う
ち
、
次
第
に
こ
の
凶
係
が
符
し
く
な

っ
て
き
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
き
は
じ
め
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
の
お
母
さ
ん
は
、
時
々
自
分
の

地
味
で
選
ん
だ
服
を
泊
て
来
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
な
ど
、
少
し
ず
つ
臼
分
ら
し
さ
を
取
り
民
し

て
い
き
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
の
訴
を
聞
い
て
い
る
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
に
は

「娘
さ
ん
が
足
が
重
く
て
動
け
な
い
」

と
い
う
形
で
ぶ
現
し
た
こ
と
が
、
ま
る
で
お
母

さ
ん
の
抱
え
て
い
る
問
姐
に
つ
い
て
何
か
を
掛

っ
て
い
た
よ
う
に
も
思
え
て
き
ま
し
た
。

今
思
う
と
、
子
ど
も
の
問
題
を
き

っ
か
け

に
、
お
母
さ
ん
が
内
分
自
身
を
振
り
返
り
、
向

分
ら
し
さ
を
取
り
民
す
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

娘
さ
ん
も
心
の
ど
こ
か
で
お
母
さ
ん
の
苦
し

さ
を
感
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
家
の

玄
関
で
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
娘
さ
ん

も
、
少
し
ず
つ
自
分
の
こ
と
を
す
る
よ
う
に
な

り
、
元
気
を
取
り
戻
し
て
い
き
ま
し
た
。

-
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

ハ
小
善
小
学
校
北
側
包
(部
)
6
0
1
3

。&A
や
痴
呆
に
結
び
つ
い
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
杭
極
的
に

外
へ
出
て
、
季
節
の
変
化
や
街

の
活
気
に
ふ
れ
て
、
心
の
閉
じ

こ
も
り
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

出
か
け
る
と
き
は
、
つ
え
や

シ
ル
バ
ー
ヵ
l
ト
を
使
っ
た
り
、

履
き
な
れ
た
靴
を
履
い
た
り

し
て
、
安
全
を
確
保
し
ま
し

ょ
う
。
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
ま
ず
は
家
の
周
り
か
ら

歩
き
始
め
ま
し
ょ
う
。

内
然
に
山
か
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
、
お
し
ゃ
れ
を

し
た
り
、
地
域
の
催
し
へ
参
加

し
た
り
し
て
「病
気
と
仲
良

く
付
き
什
う
」
く
ら
い
の
心
梢

え
で
、
毎
U
を
生
き
生
き
と

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

ωの
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぐ

質
問

。色
め
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
ま
し

て
病
気
や
け
が
を
す
る
と
、

心
が
外
に
向
か
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
ま
ま
社
会
と

胞
を
痛
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。
年
な
の
で
、
家
で
過
ご

す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
日
常
生
活
の
注
意
向
…
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

蕊
答
え

年
を
取
り
、
身
体
の
衰
え

を
感
じ
る
と
、
何
か
に
つ
け
て

「
も
う
年
だ
か
ら
」
と
あ
き
ら

の
か
か
わ
り
を
持
子
ず
、
家
で

一
日
中
じ
っ
と
し
て
い
る
と
、

身
体
の
機
能
や
外
出
へ
の
な
欲

が
さ
ら
に
低
下
し
、
寝
た
き
り

健
康
な
ん
で
も
相
談

健
鹿
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
あ
忽
た
の
疑
問
に
、
保
健
婦
と
栄
養
士

が
お
答
え
し
ま
す
。
(
玄
制
)

マ島
5
月
四
日
窓
午
曹
凶
器
マ
H
時

マ
会
場
・
申
し
込
み
先
保
健
セ
ン
タ
ー
〈
4
面

「
市
需
芭
欄
参
照
〉
包
(
制
)
0
3
1
1

来年2月 5日かう四之宮地区で新しい住居表示(四之宮一

丁目~七丁目)がスター トします。このため、 5月下旬から

住所・世帯主を確認する実態調査をします。調査員が鞍当地

域の各家庭を訪問しますので、ご協力をお願いします。

来年2月、四之宮地区に住居表示
。問い合わせ先都市整備課 (内線2602)
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